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１ 計画策定の背景

平成 26 年３月に、特別支援教育に関わる様々な課題を総合的にとらえ、中・長期的な視

点に立った本県の特別支援教育の指針となる「愛知県特別支援教育推進計画（愛知・つな

がりプラン）」を策定しました。平成 26年度から平成 30年度までの５か年にわたり、この

計画に基づき、特別支援教育充実への取組を推進してきました。

計画策定から５年目を迎え、計画期間が終了することから、この計画における取組の成

果や課題を整理するとともに、障害の有無によって分け隔てられることがない共生社会の

実現に向けて、子どもたち一人一人の教育的ニーズを正しく理解し、適切な支援・指導を

これまで以上に行うことができるよう、就学前から卒業後まで、支援情報の確実な引継ぎ

による一貫した支援の充実等、特別支援教育の新たな取組に対応した計画が必要となって

います。

２ 計画の位置付け

「第２期愛知県特別支援教育推進計画（愛知・つながりプラン 2023）」は、「あいちの教

育ビジョン 2020 －第三次愛知県教育振興基本計画－」1 の取組を具体化するものです。

３ 計画の策定方針

計画の策定に当たっては、現行の愛知県特別支援教育推進計画（愛知・つながりプラン）

の成果や課題と、新たに必要となる対応策などを整理し、国、市町村とも協力・連携を図

りながら、県教育委員会が軸となって県全体で総合的に取り組む必要があります。

４ 計画の推進方針

本県の特別支援教育の現状を捉えながら、共生社会の実現に向けた特別支援教育の充実

に向けて、次の四つの計画の柱を設定し、取組を推進します。

1 「あいちの教育ビジョン 2020 ―第三次愛知県教育振興基本計画―」:平成 28 年 2月 愛知県・愛知県教育委員

会策定。

＜第１部 第２期愛知県特別支援教育推進計画の基本的な考え方＞

目 次

第１部 第２期愛知県特別支援教育推進計画の基本的な考え方

１ 計画策定の背景 ･････ １
２ 計画の位置付け
３ 計画の策定方針
４ 計画の推進方針
５ 計画の四つの柱 ･････ ２
６ 計画期間
７ 計画の進行管理
８ 第１期推進計画の取組と第２期推進計画策定に当たっての考え方 ･････ ３
９ 第２期推進計画（愛知・つながりプラン 2023）の概要図 ･････ ４

第２部 第２期愛知県特別支援教育推進計画の具体的な展開

第１章 多様な学びの場における支援・指導の充実
１ 全ての校種に期待される学びの場としての役割 ･････ ５
２ 幼稚園・保育所等、小中学校 ･････ ６
３ 高等学校等 ･････ １４
４ 特別支援学校 ･････ １８

第２章 教員の専門性の向上
１ 全ての校種に求められる幅広い専門性 ･････ ２５
２ 幼稚園・保育所等、小中学校 ･････ ２６
３ 高等学校等 ･････ ３３
４ 特別支援学校 ･････ ３７

第３章 教育諸条件の整備
１ 共生社会の実現に向けた基礎的環境整備及び合理的配慮の充実 ･････ ４３
２ 幼稚園・保育所等、小中学校 ･････ ４４
３ 高等学校等 ･････ ４６
４ 特別支援学校 ･････ ４８

第４章 卒業後の生活へのスムーズな移行
１ 卒業後における自立と社会参加の促進 ･････ ５３
２ 大学等高等教育機関との連携 ･････ ５４
３ 関係機関と連携した就労支援 ･････ ５６
４ 特別支援教育の生涯学習化 ･････ ６４

第３部 計画の推進
推進方策の目標 ･････ ６７

資料・参考資料 ･････ ７１

第１期愛知県特別支援教育推進計画(H26～H30 年度)における達成状況 ･････ ７２
第１期愛知県特別支援教育推進計画(H26～H30 年度）の推進方策の目標
及び進捗状況 ･････ ７４
特別支援教育の充実に向けた動き ･････ ７６
第２期愛知県特別支援教育推進計画検討会議及び策定経過 ･････ ７８



第
１
部

第
２
期
愛
知
県
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

第
１
部

第
２
期
愛
知
県
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

2

５ 計画の四つの柱

１ 多様な学びの場における支援・指導の充実

２ 教員の専門性の向上

３ 教育諸条件の整備

４ 卒業後の生活へのスムーズな移行

６ 計画期間

計画期間は、2019 年度から 2023 年度までの５か年とします。

７ 計画の進行管理

毎年度、進捗状況を調査・分析し、様々な要因による変化や国の動向等を踏まえながら、

５年ごとに新たな計画の策定を行います。

3

８ 第１期推進計画の取組と第２期推進計画策定に当たっての考え方

◆ 第１期推進計画（平成 26 年度から平成 30年度）の取組

校種ごとの特別支援教育の推進

⇒ 校種ごとの特別支援教育の課題に向けた推進方策と取組

就労支援の充実

⇒ 就労アドバイザーの配置による関係機関との連携、就労先開拓等の拡充

◆ 第２期推進計画策定に当たっての考え方

○ 障害の有無によって分け隔てられることがない「共生社会の実現に向けた特別支

援教育」の充実

○ 幼稚園・保育所、小中学校、高等学校及び特別支援学校の校種間の連続性（つな

がり）を意識した取組の展開

○ 卒業後の自立と社会参加を目指した就労支援の充実

期待される特別支援教育の充実と広がり

【第２期推進計画の四つの柱と主な取組】

１ 多様な学びの場における支援・指導の充実

・個別の教育支援計画、個別の指導計画等の支援情報の作成率・引継ぎ率の向

上と活用（幼・保、小中、高）

２ 教員の専門性の向上

・人事交流の活性化による特別支援教育のリーダーの育成（小中、高、特支）

３ 教育諸条件の整備

・「通級による指導」設置拡大（高） ・外国人語学支援員の配置（特支）

４ 卒業後の生活へのスムーズな移行

・就労アドバイザーの増員（特支）

策定後の社会状況の変化

・社会全般の障害者理解促進と障害者の社会参加に関する意識の高まり

・幼稚園・保育所、小中学校、高等学校における特別な支援を必要とする幼児

児童生徒の増加

・語学支援の必要な障害のある外国人幼児児童生徒等の増加
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特別な支援を必要とする子どもたちについては、一人一人の障害の種類・程度等に応

じた特別な配慮のもとで、特別支援学校や小学校・中学校の特別支援学級、通級による

指導において適切な教育が行われています。

近年、就学前段階における特別な支援を必要とする幼児・園児、さらに通常の学級に

在籍する特別な支援を必要とする幼児児童生徒への対応が重要な課題となっています。

特別な支援を必要とする幼児児童生徒が、どの校種においても適切な支援・指導を受

けることができるよう、全ての学校（園）が特別支援教育の学びの場としての役割を担

うことが期待されています。

第１章 多様な学びの場における支援・指導の充実

＜第２部 第２期愛知県特別支援教育推進計画の具体的な展開＞

１ 全ての校種に期待される学びの場としての役割

４ 卒業後の生活への

スムーズな移行

１ 多様な学びの場における支援・指導の充実

幼稚園・
保育所等

小学校 中学校 高等学校等

特別支援学校
幼稚部 小学部 中学部 高等部

・障害の状態等に応じた指導の工夫
・ユニバーサルデザインの授業の充実
・交流及び共同学習の充実

支援情報の確実な引継ぎに基づく一貫した支援

通常の学級 通級による指導
特別支援学級

通級による
指導

支援体制の充実、個別の教育支援計画等の作成・引継ぎ・活用、

新学習指導要領対応

・新学習指導要領への対応

・障害の重度重複化・多様化への対応

・医療的ケアの充実

・外国人等語学支援の必要な幼児児童生徒への対応

・外部専門家の活用

・情報通信技術を活用した授業

交流及び
共同学習

交流及び
共同学習
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９ 第２期推進計画（愛知・つながりプラン 2023）の概要図

・様々な立場や役割に応じた研修の充実と研修受講率向上
・特別支援学校のセンター的機能の強化
・人事交流の活性化による特別支援教育リーダーの養成
・委嘱研究の充実
・小中学校における特別支援学校教諭等免許状の保有率の向上
（特別支援学級･通級指導教室担当）

＜小中学校＞
・通級による指導の充実

＜高等学校＞
・基礎的環境の整備
・通級による指導の充実

＜特別支援学校＞
・複数障害種への対応の検討
・県有施設や小中学校等の活用による分
校・分教室設置の検討
・過大化による教室不足の解消（知的）
・長時間通学の解消（肢体）
・スクールバス車両の更新（肢体）

＜教育基盤等＞
・老朽化への対応、災害対策
・障害者差別解消法への対応を含めた施
設設備の整備の推進
・ＩＣＴ機器、ネットワーク環境の整備
・市町村特別支援教育連携協議会を通じ
たネットワーク作り

・大学等高等教育機関との連携
・関係機関と連携した就労支援

→一般就労に向けた企業等との連携
→福祉就労に向けた障害者支援施設
等との連携

→就職先の拡大（職域の拡大）
・特別支援教育の生涯学習化

４ 卒業後の生活への

スムーズな移行

３ 教育諸条件の整備

２ 教員の専門性の向上

１ 多様な学びの場における支援・指導の充実

幼稚園・
保育所等

小学校 中学校 高等学校等
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幼稚部 小学部 中学部 高等部
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支援情報の確実な引継ぎに基づく一貫した支援

通常の学級 通級による指導
特別支援学級

通級による
指導

支援体制の充実、個別の教育支援計画等の作成・引継ぎ・活用、

新学習指導要領対応

・新学習指導要領への対応

・障害の重度重複化・多様化への対応

・医療的ケアの充実

・外国人等語学支援の必要な幼児児童生徒への対応

・外部専門家の活用

・情報通信技術を活用した授業
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交流及び
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